
に
接
す
る
部
分
の
20
％
〜
80
％
以

上
を
緑
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。事

業
着
手
に
先
立
ち
緑
化
計
画

書
を
提
出
し
、
緑
化
工
事
完
了
後

に
は
緑
化
完
了
報
告
書
の
提
出
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

環
境
配
慮
制
度
の
対
象
と
な
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
環
境
配
慮
制
度

に
基
づ
き
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
確
保
す
べ
き
緑
の
量
に
つ
い

て
は
、
対
象
と
な
る
施
設
や
敷
地

面
積
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
緑
と

２００２・２・３�　まちづくり条例改正 広報

開発行為
宅地造成

中 高 層 建 築 物
商 業 施 設
共 同 住 宅 ・ 長 屋
産業廃棄物処理施設
工場・指定作業場

項　　　目

○駐 車 場

生 活 環 境

○駐 輪 場
○二 輪 駐 車 場

○○交 通 対 策
○○ご み 対 策
○○大 気 汚 染
○○悪 臭
○○騒 音
○○振 動
○○水 質
○○土 壌 汚 染

○○地 盤 沈 下 の 防 止 及 び
地 下 水 保 全

○電 波 障 害
○光 害

○○日照阻害及び周辺生活環境
○○防 災 ・ 防 犯 対 策
○○歴 史 文 化 財 保 護

文化的環境 ○○景 観
○○福 祉
○○緑 化

自 然 環 境 ○○自 然 生 態 系
○○水 循 環

○エ ネ ル ギ ー 対 策地 球 環 境 ○○建 設 資 材 の 再 利 用

○○
地域コミュニティへの
配 慮 ・ そ の 他 市 長 が
必 要 と 認 め る も の

そ の 他

※工事の際は「工事に関する環境配慮基準」を遵守してください。
くわしくは電話、都市計画課窓口（市役所５階）または三鷹市ホームページで
ご確認ください。
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市
で
は
、
将
来
の
都
市
像
と
し
て
か
か
げ
る
「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」
実
現
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
を
改
正
し
、
今
年
４
月
か
ら
新
し
い
制
度
と
し
て
「
環
境
配
慮
制
度
」
を
ス
タ
U

ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ

は
、
市
内
で
開
発
事
業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、
環
境
へ
の
配
慮
を
要
請
す
る
も
の
で
、
対
象
と
な
る

事
業
者
は
「
三
鷹
市
環
境
配
慮
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
環
境
と
の
調
和
を
図
り
、
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
こ
の
環
境
配
慮
制
度
と
と
も
に
、
同
じ
く
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
三
鷹
市
緑
化
基
準
」

に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１
５

市
で
は
、平
成
８
年
に「
三
鷹
市

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
市
民
、
事
業
者
お
よ
び
三

鷹
市
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
平
成
14
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
12
年
４
月
に

「
三
鷹
市
環
境
基
本
条
例
」
を
施

行
し
、
こ
の
中
で
事
業
者
が
自
ら

環
境
保
全
に
対
す
る
事
前
調
査
や

■
環
境
配
慮
基
準
の

構
成
と
項
目

■
条
例
改
正
の

背
景
と
理
由

対
策
を
行
う
制
度
を
定
め
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
12
年
６
月
に
は
、

「
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
」
が

施
行
さ
れ
、
大
型
の
小
売
店
出
店

に
際
し
て
周
囲
の
環
境
へ
の
調
和

な
ど
、
環
境
に
対
す
る
配
慮
が
設

置
者
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
「
緑
と
水
の
公
園
都

市
」
を
将
来
の
都
市
像
と
し
て
い

る
三
鷹
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
関
わ
る
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
周
辺
環
境
へ
の
調
和
や
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
環
境
へ
の
配
慮

を
求
め
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
法
の
改
正
に

よ
り
、
市
民
の
発
意
に
よ
る
地
区

計
画
等
の
原
案
の
提
出
が
可
能
に

〈開発事業〉

・500平方㍍以上の開発行為

・高さが10㍍を超える建物　※ただし、個人住宅は除きます。

（一種および二種低層住居専用地域では、３階以上または軒

の高さ７㍍を超えるもの）

・15戸以上の共同住宅と長屋

・宅地造成工事規制区域内での500平方㍍以上の宅地造成

・店舗面積が500平方㍍以上の商業施設

・作業場面積が500平方㍍以上の工場など

〈特定開発事業〉（開発事業の中でもとくに環境への影響の大き

いもの）

・3,000平方㍍以上の開発行為

・敷地面積5,000平方㍍以上または延べ床面積10,000平方㍍以

上の建築物

・高さが31㍍を超える建物

（第１種高度地区から10㍍以内では高さ20㍍を超える建物）

・23：00～６：00の間に営業する店舗面積500平方㍍以上の商

業施設

・店舗面積1,000平方㍍以上の商業施設

・作業場面積が1,000平方㍍以上の工場など

な
り
ま
し
た
の
で
、
必
要
な
規
定

を
条
例
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

条
例
改
正
の
主
な
内
容
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

１　マンション等の中高層建築などの開発事業に対して、

「環境配慮制度」を導入します。

２　現在運用している指導要綱の手続き規定を条例に盛

り込みます。

３　開発事業について市民の意見を述べる機会を確保し

ます。

４　環境配慮計画書などを調査審議するため、市長の附

属機関として「三鷹市環境配慮審査会」を設置します。

５　開発事業に対して勧告・公表などを強化します。

６　地区計画等に関する住民参加手続き規定を追加しま

す。

７　「まちづくり推進地区」における「まちづくり協定」

の締結と、これに基づく開発事業に対する指導・助

言を盛り込みます。

■条例改正の主な内容

今
回
の
条
例
改
正
は
、
開
発
事

業
を
行
う
事
業
者
に
環
境
へ
の
配

慮
を
要
請
す
る「
環
境
配
慮
制
度
」

の
導
入
を
柱
の
一
つ
と
し
て
い
る

も
の
で
す
。

開
発
事
業
を
行
う
際
に
、
事
業

者
自
ら
が
、
「
三
鷹
市
環
境
配
慮

指
針
及
び
環
境
配
慮
基
準
」
に
基

づ
き
、
環
境
と
の
調
和
、
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
そ
の
ほ
か
必
要
な

措
置
を
積
極
的
に
講
じ
る
こ
と
に

よ
り
、
環
境
の
保
全
、
回
復
お
よ

び
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

環
境
配
慮
制
度
の
概
要

〜
開
発
事
業
は
市
の
環
境
配
慮
指
針
に
基
づ
い
て
計
画
を
é
〜

■
目
的

■
対
象
と
な
る
事
業

■
環
境
配
慮
指
針

■
手
続
き

◇
「
開
発
事
業
」
に
つ
い
て
は
条

例
に
基
づ
き
事
前
協
議
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◇
「
特
定
開
発
事
業
」
に
つ
い
て

は
事
前
協
議
の
前
に
事
前
相
談
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
環
境
へ
の
配

慮
を
示
す
「
環
境
配
慮
計
画
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
発
事
業
者
が
事
業
を
行
う
に

あ
た
り
配
慮
す
べ
き
基
本
的
な
方

針
を
示
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に

配
慮
す
べ
き
内
容
と
し
て
次
の
よ

う
な
点
を
事
業
者
に
求
め
て
い
ま

す
。

◇
数
値
な
ど
に
よ
り
具
体
的
に
定

環
境
配
慮
基
準
は
、
全
て
の
開

発
事
業
者
が
満
た
す
べ
き
「
最
低

基
準
」
と
開
発
事
業
者
が
目
指
す

「
誘
導
基
準
」
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
基
準
の
項
目
は
大
き
く

分
け
て
「
生
活
環
境
」、「
文
化
的

環
境
」、「
自
然
環
境
」、「
地
球
環

境
」、「
そ
の
他
」
の
５
種
類
よ
り

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
項

目
と
対
象
と
な
る
事
業
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

■
目
的

市
で
は
、
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ

る「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」の
実
現

を
図
る
た
め
、
平
成
12
年
に
「
三

鷹
市
緑
と
水
の
保
全
及
び
創
出
に

関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
今
回
、
公

共
施
設
、
民
間
施
設
に
お
い
て
確

保
す
べ
き
緑
の
量
な
ど
を
「
緑
化

基
準
」
と
し
て
定
め
、
市
民
、
事

業
者
、
市
が
同
じ
目
標
と
認
識
の

も
と
に
緑
化
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・
250
平
方
A
以
上
の
敷
地
で
の
建

「
三
鷹
市
緑
化
基
準
」を
制
定

４
月
１
日
か
ら
敷
地
の
空
地
部
分
の
20
％
以
上
を
緑
化

■
対
象
と
な
る
事
業

築
物
、
駐
車
場
、
作
業
場
な
ど
の

設
置
や
建
替
え
、
増
設

・
250
平
方
A
以
上
の
土
地
で
の
開

発
行
為
（
２
以
上
の
隣
接
す
る
土

地
に
お
い
て
、
土
地
の
造
成
や
建

築
物
の
設
置
な
ど
を
行
う
場
合
も

含
ま
れ
ま
す
）。

緑
化
基
準
は
、
敷
地
内
に
確
保

す
る
緑
の
量
（
敷
地
内
緑
化
）
と

道
路
に
接
す
る
部
分
に
確
保
す
る

緑
の
量
（
接
道
部
緑
化
）
の
基
準

の
大
き
な
２
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
敷
地
内
緑
化

①
敷
地
内
の
地
上
部
に
確
保
す
る

■
緑
化
の
基
準

緑
化
の
面
積

標
準
的
な
基
準：

敷
地
内
の
空

地
部
分
の
20
％
以
上
を
緑
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
建
築
物
上
（
屋
上
、
ベ
ラ
ン
ダ
、

壁
面
）
に
確
保
す
る
緑
化
の
面
積

標
準
的
な
基
準：

建
築
物
の
屋

上
に
人
の
出
入
り
が
で
き
、
な
お

か
つ
緑
化
可
能
な
部
分
が
あ
る
場

合
に
は
、
屋
上
の
緑
化
可
能
な
面

積
の
20
％
以
上
の
緑
化
を
建
築
物

上
（
屋
上
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
壁
面
）

に
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
接
道
部
緑
化

敷
地
の
道
路
に
接
す
る
部
分
に
確

保
す
る
緑
化
の
延
長

標
準
的
な
基
準：

敷
地
の
道
路

■
手
続
き

三鷹市まちづくり条例を改正

4月1日から開発事業に係る
「 環境配慮制度」がスタートします

ま
ち
づ
く
り
条
例

改
正
に
つ
い
て

公
園
課（
市
役
所
５
階
T
番
窓
口
）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３

め
ら
れ
た
「
環
境
配
慮
基
準
」
へ

の
適
合

◇
土
地
の
適
正
利
用

◇
環
境
の
保
全
、
回
復
お
よ
び
創

出◇
地
域
社
会
と
の
協
調

◇
防
災
・
防
犯
対
策

◇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◇
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成

◇
事
業
計
画
に
関
す
る
市
お
よ
び

市
民
へ
の
情
報
提
供

「環境配慮制度」の対象となる事業


